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i 闘欄i

学習・活動メニューたくさん用意。

　生涯学習が大切だと言われています。ちょっと難しい言葉のように

聞こえますが、仕事や勉強とは違った時間、楽しみながら、リフレッ

シュできる時間を持つということです。そんな時間を見つけていただ

くお手伝いをしている各公民館も新年度の活動がスタートしました。

そこで、それぞれP　Rをすることにしました。

　
　
　
　
　
　
　
　
本
館

　
　
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
盈
5
7
－
5
0
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4
8
年
！
ガ
ン
バ
ル
青
年
学
級

　
家
庭
教
育
学
級
・
女
性
セ
ミ
ナ
ー
・

成
人
講
座
・
高
齢
者
学
級
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
学
習
の
場
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
も
昭
和
二
十
三
年
か
ら
四
十
八
年

間
続
い
て
い
る
、
全
国
で
も
例
を
み
な

い
「
青
年
学
級
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
毎
週
木
曜
日
、
青
年
男
女
が
パ
ソ
コ

ン
・
焼
き
物
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
な
ど

七
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
学
習
し
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
月
一
回
の
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

や
自
治
会
活
動
（
キ
ャ
ン
プ
・
ク
リ
ス

マ
ス
）
の
ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
い
全
体
交

流
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
六
月
二
十
四
日
出
に
は
高
齢
者
学
級

の
協
力
を
得
て
、
三
度
目
の
「
青
級
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
き
ま
す
。
こ
の

環

一ツデーに大集合

行
事
は
、
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を
地
域

に
返
す
と
い
う
目
的
で
、
小
学
生
を
対

象
に
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
・
ク
ッ
キ
ン
グ

な
ど
五
コ
ー
ス
に
分
か
れ
た
体
験
学
習

で
す
。
参
加
希
望
の
小
学
生
は
、
ど
し

ど
し
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
今
、
青
年
学
級
生
六
十
人
。
ま

だ
ま
だ
募
集
中
。
一
度
ぜ
ひ
本
館
へ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
地
区
公
民
館

　
　
　
中
条

　
　
　
　
　
　
　
　
盈
5
2
－
2
7
4
8

　
目
指
す
は
地
域
密
着
公
民
館

　
中
条
小
学
校
区
・
東
小
学
校
区
を
範

囲
に
す
る
公
民
館
で
、
地
区
館
、
中
条

北
・
大
井
田
・
新
座
の
三
分
館
が
そ
れ

ぞ
れ
独
自
に
地
域
に
入
り
こ
ん
だ
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
特
徴
と
し
て
は
①
ふ
る
さ
と
学
習
を

進
め
る
た
め
に
、
四
館
と
も
に
郷
土
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
座
、
②
高
齢
者
の
地

域
参
加
を
進
め
る
た
め
に
、
地
区
館
の

長
寿
学
級
、
大
井
田
の
賢
老
大
学
、
新

座
の
イ
ト
ヒ
バ
大
学
を
毎
月
開
い
て
いちびっ子ランドで草笛に挑戦

ま
す
。

　
ま
た
子
供
た
ち
に
存
分
に
遊
ん
で
も

ら
お
う
と
、
毎
週
土
曜
日
、
地
区
館
を

開
放
し
て
「
ち
び
っ
子
手
づ
く
り
ラ
ン

ド
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の

面
倒
を
見
て
く
れ
る
の
は
全
員
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
だ
れ
も
が
「
ふ
れ
愛
な
か
じ
ょ
う
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
気
軽

に
館
を
利
用
で
き
、
気
楽
に
活
動
に
参

加
で
き
る
地
域
密
着
の
公
民
館
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
六
轟
緊
羅
4

　
ふ
る
さ
と
の
四
季
を
詠
む

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
羽
根
川
荘
と
併

設
の
公
民
館
で
す
。
今
回
は
「
俳
句
教

室
」
を
紹
介
し
ま
す
。
毎
月
二
回
、
少

数
精
鋭
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
川
治
地
区
公
民
館
の
俳
句
サ

ー
ク
ル
「
春
の
灯
」
と
一
緒
に
句
集
を

出
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
第
十
集
を
発

刊
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
一
同
張

り
切
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
教
室
の
中

だ
け
で
は
井
の
中
の
蛙
に
な
る
」
と
言

う
講
師
の
助
言
で
、
積
極
的
に
新
聞
や

同
人
誌
へ
投
稿
し
て
、
ふ
る
さ
と
六
箇

の
四
季
の
句
作
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
「
妻
有
街
道
歩
け
歩
け
大

会
」
は
地
区
あ
げ
て
の
大
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
六
箇
の
名
所
・
旧
跡
を
歩
き
、
学

習
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
す
る
、
老

い
も
若
き
も
自
分
の
ぺ
ー
ス
に
合
わ
せ

て
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
着
順
を
競
わ
な
い

大
会
で
す
。
今
年
は
十
月
十
日
・
体
育

の
日
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

魚沼スカイライン頂上で記念撮影

　
　
1
　
　
　
地
区
公
民
館

　
　
月
治

　
　
　
　
　
　
　
暦
5
2
－
2
2
2
3

若
さ
を
保
と
う
健
康
教
室

川
治
地
区
館
は
高
山
・
城
之
古
・
八

箇
・
関
浅
の
四
分
館
と
と
も
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
健
康
・
焼
き
物
・
菊
作
り
・

料
理
・
書
き
付
け
・
手
芸
工
芸
・
い
け

花
・
歴
史
の
八
講
座
が
四
月
か
ら
始
ま

り
、
老
若
男
女
百
九
十
人
近
く
の
講
座

生
が
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
健
康
教
室
は
、
高
齢
者
予

備
軍
と
言
わ
れ
る
年
代
の
皆
さ
ん
四
十

数
人
が
、
民
踊
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
健
康

2



体
操
で
元
気
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
．

生
き
生
き
と
し
た
顔
を
見
る
と
心
地
よ

い
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
文
化
祭
や
地
区
民
大
運

動
会
、
敬
老
会
、
チ
ビ
ッ
子
公
民
館
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
事
業
も
公
民

館
運
営
委
員
や
嘱
託
員
、
体
育
協
会
、

婦
人
会
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
支

え
ら
れ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
楽

に
利
用
で
き
る
公
民
館
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
地
区
公
民
館

　
下
条

　
　
　
　
　
　
盈
5
5
－
2
0
0
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心
を
育
て
る
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
　
　
　
　
　
地
区
公
民
館

　
飛
渡

　
　
　
　
　
　
盈
5
9
－
2
0
3
2

知
ろ
う
シ
リ
ー
ズ
の
地
域
学
習

　
「
ふ
る
さ
と
を
流
れ
る
飛
渡
川
は
、

昔
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
と
ど
の
よ
う
な

関
係
が
あ
っ
た
の
か
」
そ
ん
な
思
い
か

ら
、
「
飛
渡
川
を
知
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に

三
年
か
け
て
川
を
歩
き
、
そ
こ
に
住
む

昆
虫
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
平
成
四
年
か
ら
昨
年
ま
で
の
三
年
間

は
、
お
年
寄
り
か
ら
ワ
ラ
ジ
づ
く
り
を

教
え
て
も
ら
い
、
慣
れ
な
い
素
足
に
ワ

ラ
ジ
を
覆
い
て
昔
の
生
活
道
路
を
歩
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る

暮
ら
し
を
し
の
ぶ
「
飛
渡
の
旧
い
道
を

知
ろ
う
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
飛
渡
の
森
を
知

ろ
う
」
で
す
。
恵
ま
れ
た
自
然
と
先
祖

の
人
た
ち
の
苦
労
に
感
謝
す
る
心
を
持

ち
、
そ
し
て
自
分
の
生
ま
れ
た
地
域
を

誇
り
に
思
う
子
供
た
ち
の
成
長
を
願
っ

て
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
参
加
者
は
飛
一
小
学
校
の
子
供
た

ち
と
地
区
の
人
た
ち
全
員
。
他
地
区
の

皆
さ
ん
も
も
ち
ろ
ん
大
歓
迎
し
ま
す
。

　
現
代
っ
子
は
無
気
力
・
無
関
心
・
無

責
任
の
「
三
無
主
義
」
に
、
無
感
動
・

無
作
法
の
二
つ
が
加
わ
っ
た
「
五
無
主

義
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
地
域
ぐ
る
み
の
空
き
缶
回
収
を
通
し

て
健
や
か
な
子
供
た
ち
の
成
長
を
願
い

「
地
域
の
子
供
た
ち
は
地
域
み
ん
な
で

育
て
よ
う
」
を
合
い
言
葉
に
、
こ
の
活

動
を
始
め
ま
し
た
。
輪
を
広
げ
る
に
は

長
期
的
な
考
え
方
に
立
っ
て
、
大
人
た

ち
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
子
供
た
ち

と
一
緒
に
な
っ
て
活
動
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
．

　
子
供
た
ち
は
学
校
や
家
庭
ば
か
り
で

な
く
、
地
域
の
中
で
多
く
の
人
た
ち
と

　
　
　
　
　
　
地
区
公
民
館

　
吉
田

　
　
　
　
　
　
岱
5
2
－
2
8
7
4

合
作
の
「
鐙
島
つ
つ
じ
園
」

　
昭
和
五
十
七
年
、
夏
草
の
生
い
茂
る

鐙
島
小
学
校
ス
キ
ー
場
斜
面
に
、
児
童

が
卒
業
の
思
い
出
と
し
て
つ
つ
じ
の
花

を
植
え
て
以
来
、
今
で
は
千
百
五
本
の

花
咲
く
「
鐙
島
つ
つ
じ
園
」
と
な
り
ま

し
た
。
目
標
は
千
五
百
本
で
す
。

　
毎
年
き
れ
い
に
咲
く
よ
う
に
と
世
話

し
て
く
れ
て
い
る
の
が
、
鐙
島
分
館
の

「
寿
大
学
」
の
皆
さ
ん
で
す
。
子
供
た

ち
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
肥
料

や
り
・
草
取
り
・
つ
つ
じ
の
種
摘
み
・

植
栽
の
作
業
を
、
あ
る
時
は
厳
し
く
し

か
り
、
あ
る
時
は
ほ
め
た
り
と
、
そ
の

姿
は
ほ
ほ
え
ま
し
い
限
り
で
す
。

　
子
供
た
ち
も
「
ぼ
く
の
木
・
わ
た
し

の
木
が
大
き
く
な
る
よ
う
に
」
と
、
指

導
し
て
く
れ
る
お
年
寄
り
を
頼
り
に
つ

つ
じ
園
の
世
話
に
一
生
懸
命
で
す
。
毎

年
、
花
の
咲
く
こ
ろ
に
は
地
域
の
皆
さ

ん
が
足
を
向
け
る
、
そ
ん
な
名
所
に
育

っ
た
「
鐙
島
つ
つ
じ
園
」
で
す
。

蓼

　　　難　　灘
　撒　遜

毒騰
鰹

説明を受けて作業開姶

接
す
る
こ
と
に
よ
り
学
ぶ
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
通

し
、
貴
重
な
汗
と
成
果
で
集
団
の
中
で

生
き
る
連
帯
の
き
ず
な
を
強
め
、
温
か

い
心
を
忘
れ
な
い
健
や
か
な
子
供
た
ち

の
成
長
を
願
っ
て
、

考
え
て
い
ま
す
。

水
沢

一
歩
一
歩
前
進
と

地
区
公
民
館

岱
5
8
－
3
1
0
1

話
が
満
開
「
ま
ん
さ
吏
試
」

　
ま
ん
さ
く
の
会
と
は
日
中
、
一
人
で

い
た
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
参
加

で
き
な
い
お
年
寄
り
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
、
昼
食
を
一
緒
に
し
、
軽
体
操
や
ゲ

ー
ム
な
ど
を
無
理
な
く
行
い
、
一
日
を

楽
し
く
過
ご
す
会
で
す
。

　
水
沢
小
学
校
区
の
お
年
寄
り
を
対
象

に
、
市
保
健
課
・
水
沢
地
区
社
会
福
祉

会
と
共
催
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
で

三
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
思
う
よ
う
に

ボランティアと一緒に折紙づくり

手
足
を
動
か
せ
な
い
お
年
寄
り
の
皆
さ

ん
が
、
ゲ
ー
ム
に
楽
し
そ
う
に
興
じ
て

い
る
と
、
こ
ち
ら
も
う
れ
し
く
な
っ
て

き
ま
す
。

　
介
護
や
昼
食
づ
く
り
の
た
め
、
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
か
ら
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
の
第
一

回
目
は
六
月
二
十
七
日
㈹
。
お
年
寄
り

の
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の

あ
る
皆
さ
ん
、
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　第団回県展・轍日町農の

　　　　　　作晶解説目程

　第50回県展・牽麟町展の作晶解説を

下記日程で行います。ご来揚ください。

　詳細についでは、5ぺ一ジをぎ覧く
ださ騨。

纏騒 灘難麟 灘灘禰鱗 態騒欝灘灘

羅繋鐡
蕪難　鐸　鰹

田中武夫
午後1時

　～建時

午後1時

　～R時

灘紺鐵 阿部正明
午後翻寺

　～5時

午後6時

　一螺時
激

鑛縷鐵騰嚢野桂茎 午前瞬時

　～正午

午前ll時

　一正午

雛灘
　漁

藤巻秀正
小富山晃夫

午後3時

　～4時

午後3時

　～雛時
磁
懸
灘
灘
　
　
　
　 欝

岡村松畑
午後筐時

　一一3時

午後狸時

　～3時
・灘　　蕪　綴

．醗難灘

i難

酒井通一
午後欝時

　～7時

鐙湘㈹

午後驚3醗
～欝3紛

3

鰯
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磁蹴騨自町2005

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
蔑
民
間
主
導
で
1
0
年
後
の
地
域
の
「
グ
ラ
ン
ド
ブ
ラ
ン
」

　
西
暦
2
0
0
5
年
（
十
年
後
）
の
十
日
町
市
の
あ
る
べ
き
姿
、
期
待
さ
れ
る
姿
を

「
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ン
」
と
し
て
構
築
す
る
た
め
の
民
問
主
導
に
よ
る
団
体
「
十
日
町

2
0
0
5
年
委
員
会
」
（
樋
口
貫
一
委
員
長
）
が
設
立
さ
れ
、
五
月
十
九
日
㈹
、
市
役

所
で
行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
、
そ
の
概
要
等
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
者
会
見
で
は
ま
ず
、
山
田
幸
市
事
務
局
長
か
ら
「
十
日
町
商
工
会
議
所
、
十
日

町
織
物
工
業
協
同
組
合
、
十
日
町
市
農
業
協
同
組
合
、
県
建
設
業
協
会
十
日
町
支
部

の
経
済
四
団
体
に
よ
る
設
立
発
起
人
会
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
五
月
一
日
付
け
で
委
員

会
が
設
立
さ
れ
た
」
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
樋
ロ
委
員
長
は
「
自
分
の

住
ん
で
い
る
地
域
を
よ
り
良
く
し
た
い
と
い
う
の
は
市
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。
市
民

自
ら
が
地
域
を
良
く
し
よ
う
と
い
う
考
え
を
大
切
に
、
ま
ず
地
域
の
人
口
減
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
を
第
一
の
検
討
課
題
と
し
て
あ
げ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

．
委
員
会
で
は
、
一
年
を
か
け
て
「
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ン
」
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

設
立
の
趣
旨
と
会
の
性
格

　
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
は
、
地
方
分
権
、

行
政
改
革
な
ど
国
と
地
方
の
役
割
分
担

や
行
政
組
織
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
報

道
し
て
い
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
市
民
」
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
、
地
域
の
課

題
に
自
主
的
、
主
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
最
も
重
要
で
す
。
し
か
し
、
各
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
活
動
や
取
組
が

具
体
的
に
市
の
長
期
発
展
計
画
の
将
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

像
「
交
流
を
通
し
若
者
が
活
き
づ
く
産

業
文
化
都
市
」
と
ど
う
結
び
付
く
の
か
、

将
来
像
が
描
く
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
や
姿

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
な
か

な
か
捕
ら
え
に
く
く
、
見
え
に
く
い
と

い
っ
た
面
も
あ
り
ま
す
。

　
「
十
日
町
2
0
0
5
年
委
員
会
」
は
、

民
間
が
中
心
と
な
っ
て
、
定
住
人
口
と

交
流
人
口
の
増
加
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
、
2
0
0
5
年
（
十
年
後
）
に
お
け

る
市
の
期
待
さ
れ
る
姿
を
「
グ
ラ
ン
ド

プ
ラ
ン
」
と
し
て
作
り
上
げ
る
た
め
の

組
織
で
す
。
作
業
は
行
政
が
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
た
各
種
「
ま
ち
づ
く
り
施
策
」

を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
研
究

報
告
書
、
計
画
書
を
統
合
し
、
さ
ら
に

市
民
各
層
の
持
つ
英
知
を
集
め
た
「
ま

ち
づ
く
り
」
へ
の
企
画
・
提
案
を
集
大

成
し
て
構
築
し
ま
す
。

　
委
員
会
は
、
法
令
等
に
基
づ
い
た
団

体
で
は
な
く
、
趣
旨
に
賛
同
す
る
任
意

の
個
人
参
加
に
よ
り
進
め
ら
れ
ま
す
。

作
成
～

十
日
町
市
…
…
こ
の
新
し
い
広
域
圏
の

中
の
十
日
町
市
の
位
置
付
け
、
望
ま
し

い
姿
を
市
民
サ
イ
ド
か
ら
考
え
る
。

③
行
政
が
既
に
行
っ
て
き
た
多
く
の
「
ま

ち
づ
く
り
構
想
」
の
企
画
書
を
基
に
、

そ
れ
ら
の
有
機
的
、
具
体
的
な
連
携
を

図
り
、
十
日
町
市
の
地
域
の
青
写
真
の

作
成
を
考
え
る
。

④
将
来
の
十
日
町
市
を
見
つ
め
今
、
課

題
の
「
地
方
分
権
」
「
行
政
改
革
」
を
市

民
サ
イ
ド
か
ら
考
え
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
五
月
一
日
の
設
立
を
受
け
、
第
一
段

階
と
し
て
五
十
五
人
程
度
の
企
画
委
員

会
を
立
ち
あ
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
企
画

委
員
会
で
地
域
が
抱
え
て
い
る
課
題
の

調
査
・
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
課
題
の
解
決
方
法
の
検
討

や
企
画
・
ア
イ
デ
ア
の
展
開
を
行
い
、

今
年
の
秋
ま
で
に
「
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ン
」

の
骨
子
を
ま
と
め
ま
す
。

　
秋
以
降
に
は
、
公
募
方
式
で
「
市
民

会
議
」
を
設
置
し
、
企
画
委
員
会
で
ま

と
め
た
「
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ン
」
の
骨
子

に
つ
い
て
、
よ
り
広
く
意
見
・
ア
イ
デ

ア
を
募
り
、
会
と
し
て
の
成
案
を
ま
と

め
ま
す
。

　
こ
う
い
う
作
業
を
経
て
、
来
年
六
月

三
十
日
ま
で
に
市
民
の
手
に
よ
る
「
グ

ラ
ン
ド
プ
ラ
ン
」
が
完
成
す
る
予
定
で

す
。
市
で
は
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
案
を
、
長
期
発
展
計
画
の
見
直
し
の

際
に
反
映
し
て
行
く
予
定
で
す
。

テ
ー
マ
こ
と
に
部
会
編
成

　
現
時
点
で
次
の
四
つ
の
テ
ー
マ
を
設

定
す
る
と
と
も
に
、
企
画
委
員
会
に
部

会
を
設
け
て
作
業
を
進
め
ま
す
。

①
市
民
自
身
か
ら
見
た
、
そ
し
て
外
部

か
ら
見
た
十
日
町
市
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ

を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
っ
た
ら
良
い

か
。
将
来
へ
の
イ
メ
ー
ジ
・
ア
ッ
プ
戦

略
を
考
え
る
。

②
松
代
町
・
松
之
山
町
・
中
魚
沼
郡
・

〈十目町2005年委員会構成〉

　　　　　　　　　（敬称略）

　
　
　
　
子

　
　
　
彦
佳

　
　
　
哲
千

　
　
　
村
田

会
　
　
国
原

員
委
一
雄
江
春

騰
羅
鱗

oo

樋
近
桑
上

2
長
長

　
員
員

　
　
　
委

　
委
副

　2005年委翼会

　事務局
山困幸市越材健市

各課遠携・調整
プロジヱクト

　メンバー

｛各課の課長補佐
級で構成　27人

2005年委員会

企画委員会

委員長松田正平

副委員長蕪木昭吉

　　村幽薫
　　圃村憲一

　　三谷尚
委　員駒人程度

2005年委員会

布民会議
（平成7年秋以降公募）
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　　ち

十日町にやって来る！紗
会期6月23日樹《．28日（火）午前g時～午後7時

会場総合体育館西本剛　（最終日は午後3時）

　
新
潟
県
美
術
展
覧
会
（
県
展
）
が
六

年
ぶ
り
に
十
日
町
市
で
開
か
れ
ま
す
。

今
年
は
第
五
十
回
（
第
二
十
五
回
県
ジ

ュ
ニ
ア
美
術
展
覧
会
併
催
）
と
い
う
記

念
展
で
あ
り
、
日
本
画
、
洋
画
、
版
画
、

彫
刻
、
工
芸
、
書
道
、
写
真
の
七
部
門

に
計
五
千
五
点
の
応
募
が
あ
り
、
過
去

最
高
の
出
展
数
で
し
た
。

　
市
内
の
出
展
者
（
市
内
の
芸
術
団
体

等
の
会
員
を
含
む
）
で
は
、
県
展
賞
に

輝
い
た
小
宮
山
晃
夫
さ
ん
を
は
じ
め
、

奨
励
賞
に
松
田
大
さ
ん
、
高
橋
松
鶴
さ

ん
の
作
品
が
選
ば
れ
た
ほ
か
三
十
六
点

の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

　
第
五
十
回
県
展
が
当
市
で
開
か
れ
る

こ
と
は
、
今
年
二
月
に
「
十
日
町
市
文

化
協
会
連
合
会
」
を
設
立
し
た
市
民
に

と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
数
年
に

一
度
の
鑑
賞
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

入
場
料
　
▼
一
般
H
4
5
0
円
（
前
売

　
入
場
券
4
0
0
円
）
▼
高
校
・
大
学

　
生
”
2
0
0
円
（
前
売
入
場
券
な
し
）

県展賞「HiRO」小宮山晃夫

　　写真提供：新潟日報社

　
▼
中
学
生
以
下
H
無

　
料

前
売
入
場
券
販
売
所

　
▼
公
民
館
（
本
館
・
地

　
区
館
）
▼
教
育
委
員
会

　
▼
博
物
館
▼
総
合
体
育

　
館
▼
商
工
会
議
所
▼
ク

　
ロ
ス
ー
0
▼
織
物
組
合

　
▼
青
少
年
ホ
ー
ム

受
賞
者
（
敬
称
略
）

県
展
賞
■
彫
刻
　
小
宮
山
晃
夫
（
下
町
）

奨
励
賞
■
彫
刻
　
松
田
大
（
中
条
旭
町
）

　
■
書
道
　
高
橋
松
鶴
（
小
千
谷
市
）

入
　
選

　
■
日
本
画
　
近
藤
静
江
（
上
新
田
1
）

　
■
洋
画
　
阿
部
正
明
（
北
新
田
3
）

　
■
版
画
　
大
口
貞
信
（
四
日
町
1
）

　
若
月
藤
一
（
城
之
古
3
）
中
林
辰
男

　
（
西
寺
町
）
小
杉
瑞
恵
（
下
条
本
町
）

　
羽
鳥
ス
ミ
（
岩
野
）
田
口
良
平
（
川

　
西
町
）
田
中
善
男
（
小
千
谷
市
）

　
■
彫
刻
　
五
傅
木
浩
樹
（
田
川
町
2
）

　
小
杉
元
義
（
四
日
町
2
）
桑
原
晴
一

　
（
新
座
2
）
渡
辺
正
範
（
川
西
町
）

　
根
津
要
（
川
西
町
）

　
一
工
芸
　
星
名
好
男
（
川
治
下
町
2
）

　
越
村
騰
（
新
座
3
）
野
村
重
義
（
千

、
歳
町
）
庭
野
泰
明
（
本
町
東
1
）

　
■
書
道
　
宮
静
姻
（
丸
山
町
）
羽
竜

　
石
峰
（
錦
町
2
）
金
子
草
風
（
上
川

　
町
）
島
田
峰
月
（
川
治
下
町
2
）
岩

　
田
香
姻
（
本
町
6
－
1
）
高
橋
邦
岳

　
（
本
町
東
1
）
内
山
秋
邨
（
津
南
町
）

　
■
写
真
　
阪
東
健
次
郎
（
高
田
町
5
）

　
高
橋
健
吉
郎
（
川
原
町
）
松
沢
俊
一

　
（
川
治
下
町
2
）
中
条
誠
（
川
原
町
）

　
鈴
木
蘭
（
本
町
6
i
3
）
庭
野
良
平

　
（
本
町
7
－
1
）
宮
沢
健
二
（
小
黒

　
沢
）
樋
口
定
治
（
大
黒
沢
1
）
生
越

　
久
雄
（
原
）
茂
野
孝
志
（
川
西
町
）

　
山
岸
守
二
（
川
西
町
）

　ひがし　　しょうこ　　　　　　もちづき　ま　り　　　　　　　や　とみしず　え

　東　璋子　　　望月真理　　　彌富静江
　東京農工大繊維博物館　　　ヨーロッパ刺繍を習い、　　おんどり社手芸アカデ
　　　つ　る
友の会紬糸留かごグループ　　故イルゼ・ブラッシに師　　ミー指導者研修修了。ア
　つる
で蔓を使った籠作りを習　　事。東アジア特にインド　　イヌ民族の繍衣・民具等

得。札幌市郊外広島町で　　に興味を持ちインド少数　　に心をひかれ、アイヌ民

ワイルドフラワーガーデ　　民族の刺繍を発掘・調査。　族衣装雛形の試作を続け

ンを作る。蔓や樹皮を使　　その手法を用いて作品を　　る。十日町市博物館を訪

った容器・オブジェを製　　製作。個展等も開催。川　　れ、越後アンギンに出会

作し、展示会等に出品。　　崎市在住。アトリエは福　　い、編物も勉強中。個展

札幌郡広島町在住。　　　　島県いわき市。　　　　　　等も開催。所沢市在住。

　十日町市博物館では「手工藝の

美」をテーマに特別展を開催いた

します。

　東・望月・彌富の三氏は、それ
　　　　　　　　ぞうけい
ぞれ編・組・刺繍に造詣が深く、

自らライフワークとして真剣に取

り組んでおられる方々です。三人

がそれぞれ醸し出す技と美の世界

をお楽しみください。
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市
内
の
公
共
施
設
や
企
業
を
訪
ね
て
、

市
政
に
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に

計
画
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
隣
接
町
村

を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
も
計
画
し
ま
し
た
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
定
員
各
コ
ー
ス
と
も
5
0
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
集
合
時
間
　
A
コ
ー
ス
”
午
前
9
時

　
1
5
分
、
B
・
C
・
D
コ
ー
ス
”
午
前

　
8
時
4
5
分

会学見
回
設
7蜘

施

■
参
加
費
　
A
・
B
・
D
コ
ー
ス
”
5

　
0
0
円
、
C
コ
ー
ス
H
1
、
0
0
0

円
（
保
険
料
等
を
含
む
）
。
申
し
込
み

時
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
昼
　
食
　
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
A
・
B
・
D
コ
ー
ス
は
食
堂
が
あ

り
ま
す
）

■
申
し
込
み
　
各
コ
ー
ス
と
も
6
月
2
2

日
㈲
ま
で
に
、
企
画
人
事
課
広
報
広

聴
係
（
盈
5
7
－
3
1
1
1
内
線
鵬
）

　
へ
。
一
人
ー
コ
ー
ス
の
み
と
さ
せ
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。

鐵鍛一鎌嚢鍵繋鞭灘簸一鐵嚢　　隷灘難鐵灘難懲難灘鐵　鑛霧灘蒙

9：30　　　　　　9：40～窪〇二20　10：30～雁り：00　　44：40～¶：40　　　饗4：50～鷺2：50　　　　鷺3140～43：40

市役所（集合餌5）→卸売市場→越後製菓→きもの絵巻館→クロ刻0（昼食）→グレステンスキー場→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川西鰯）
44：00～雁4：20　　44：40～45：10　　　15：20司5150　　16：00
霧谷埋立地→衛生センター→車検センター㈱→市役所
　（川西町）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　綴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢鰹議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘欝　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　　　　　講　　　　　　　　　　　　　籔　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　鐡　　　　　　　　　難懸　　　　　　　雛　　　　　鱗　　　　灘　　繍　鎌鐵

9二〇〇　　　　　9：40～40二〇〇　10：り0～40：30　40：40～4鋼0　11：20～1鷺：50　　鷺2：00～13：00

市役所（集合8：45）→博物館→神宮寺→大井田城跡→高籠神社→ク［コス40（昼食）→

　　13：40～43二30　　　窪3：45～44二〇5　44：20～り4：50　　　15：05～り5：45　　　　　q5：20～45：40　　　46：00

上梨子遺跡発掘現場→積翠荘→鉢の石仏→姿箭放神社大ケヤキ→安養寺円通庵の大スギ→甫役所

鎌翻難鑛繍灘灘嚢鱒難　鍵馨灘
40：30～1弓：00　　　　　　　　　1窪：50～13：つ0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13：40～44：00

大厳寺高原→清田山運動公園（昼食）→津南原経由→リバーサイド津南
（松之山町）　　　　　　　（中里村）　　　　　　　　（津南町）　　　　　　（津南町）

44：30～45：窪0　　　　窪5：20～り5：30　　　　46：00
Uモール→（仮称）宮中島温泉建設現場→市役所
（中里村）　　　　　　　　　（鱒里村）

鎌籔難懸㈱i鑓獺鎌鑛綴

9：00　　　　　　　　　　　 9：20～9：50

市役所（集合8：45）→ふるさと会館→
　　　　　　　　　　（松代町）
　　　　　　44：20～14：25
→（仮称）清津大橋建設現場経由→

　　　　　　　　　　　　　　蒙　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　翻　　　　　　　　　　懸　　　　　　　灘　　　　　難鑛麟　　一灘鐵鎌

9100　　　　　9：40～9：50　40：00～響0：30　　雪0：4G～鯛：り0　　　窪4：20～14：50　　　　糧2：00網3：00
市役所（集合8：45）→消防本部→浄配水場→衛生センター→下水処理センター→｛フロス㈹（昼食）→

り3：10～饗3：50　　13：55～爆4：40　　　44：20～鱗：25　　　　44：45～耀5100　　　　　糧5：40棚5：40　　　魔β：00

博物館→総合体育館・武道館→ピュアランド→利雪親雪総合センター→特養ホー幽三好園→甫役所

資
　
源
　
ご
　
み
　
収
　
集

　
　
～
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
～

　
霧
谷
の
埋
立
地
が
一
年
で
も
長
く
使

用
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
資
源
の
再

利
用
や
ご
み
処
理
に
費
や
す
経
費
の
節

減
等
が
目
的
の
「
資
源
ご
み
収
集
」
。

　
実
施
し
て
か
ら
二
か
月
が
経
過
し
ま

し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
の

う
ち
代
表
的
な
例
を
紹
介
し
ま
す
。

■
鉄
・
ア
ル
ミ
類
の
資
源
ご
み

回
　
空
き
缶
を
袋
に
入
れ
て
出
し
た
が

　
収
集
さ
れ
な
か
っ
た
。

囚
空
き
缶
を
入
れ
た
袋
の
中
に
空
き

　
缶
以
外
（
例
え
ば
ビ
ン
）
が
混
入
し

　
て
い
た
場
合
、
そ
れ
を
取
り
出
さ
な

　
い
と
再
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

　
取
り
出
す
の
に
膨
大
な
労
力
を
必
要

　
と
し
ま
す
。

圓
　
石
油
ス
ト
ー
ブ
で
タ
ン
ク
の
灯
油

　
を
抜
い
た
の
に
収
集
さ
れ
な
か
っ
た

　
の
は
な
ぜ
か
？

囚
　
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
ス
ト
ー
ブ
の

　
底
に
た
ま
っ
て
い
る
灯
油
も
空
に
し

　
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ン

　
ヒ
ー
タ
ー
は
、
埋
立
ご
み
の
日
に
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

■
紙
類
の
資
源
ご
み

圓
　
新
聞
紙
、
古
雑
誌
を
そ
れ
ぞ
れ
ひ

　
も
で
結
ん
で
お
い
た
の
に
同
時
に
収

　
集
さ
れ
な
か
っ
た
。

囚
　
新
聞
紙
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
と
古
雑
誌
・

　
広
告
チ
ラ
シ
で
は
再
資
源
化
す
る
場

　
合
の
処
理
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

　
午
前
中
に
新
聞
紙
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

　
午
後
に
古
雑
誌
・
広
告
チ
ラ
シ
を
収

　
集
し
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
様
々
な
ご
意
見
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

と
「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
管
理
し

て
い
る
町
内
役
貝
の
皆
さ
ん
に
大
変
な

負
担
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
資
源
ご
み
収
集
」
に
関
し
て

対
応
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
町
内
に
は
、

そ
の
町
内
だ
け
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
ま

す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課
環
境
衛

　
生
係
（
盈
5
7
－
3
1
1
1
内
線
踊
）

　
ま
た
は
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設

　
組
合
（
智
5
7
1
1
7
5
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
㌔

鉄・アルミ類の資源ごみにビン類が混入

いると、収集しません。ご注意くださ㌧
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『
十
目
町
市
史
』
刊
行
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

通
史
編
2
近
世
一
（
陥
5
5
蝉
頁
）

　
本
巻
は
「
村
の
し
く
み
と
働
き
」
「
村

　
　
　
　
　
　
ち
ぢ
み

の
支
配
」
「
越
後
縮
の
さ
と
」
「
交
通
の

発
達
と
商
品
流
通
」
の
四
章
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
本
巻
の
特
色
の
一
つ
は
、
江
戸
時
代

に
こ
の
地
方
の
主
要
な
産
業
で
あ
っ
た
、

縮
の
生
産
と
流
通
の
問
題
を
大
き
く
取

り
上
げ
た
こ
と
で
す
。
縮
を
織
っ
て
い

た
村
や
家
の
状
態
、
賑
わ
っ
た
縮
市
、

家
々
を
回
っ
て
縮
を
買
い
集
め
て
い
た

仲
買
人
な
ど
、
縮
に
か
か
わ
っ
て
い
た

人
々
が
克
明
に
描
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
都
の
呉
服
問
屋
を
相
手
に
営
業
す
る

縮
間
屋
、
そ
の
移
り
変
わ
り
、
問
屋
で

働
く
奉
公
人
の
生
活
な
ど
、
縮
の
集
散

地
で
あ
っ
た
十
日
町
の
姿
が
詳
細
に
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
縮
の
輸
送
に
活
躍
し
た
飛
脚
、

40。

。
を
超
え
る
縮
荷
を
背
負
っ
て
江
戸

　
　
　
　
　
　
せ
お
い

ま
で
歩
い
た
「
背
負
」
な
ど
、
今
ま
で

い
よ
い
よ
通
史
編
の
刊
行
が
開
始

よ
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
問
題
に
つ

い
て
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
縮
の
売
り
上
げ
代
金
と
、
村
上
藩
や

長
岡
藩
と
の
為
替
の
取
り
組
み
は
、
十

日
町
の
経
済
的
な
地
位
の
高
さ
を
示
す

も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

資
料
編
7
近
・
現
代
二
（
舗
4
5
畔
頁
）

　
明
治
維
新
か
ら
捌
年
間
の
資
料
を
掲

載
し
た
近
・
現
代
の
資
料
編
が
完
結
し

ま
し
た
。
収
集
し
た
膨
大
な
資
料
に
比

べ
れ
ば
、
掲
載
で
き
た
の
は
ご
く
一
部

で
す
が
、
ど
れ
も
執
筆
担
当
の
先
生
方

が
精
選
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
今
回
刊
行
さ
れ
た
巻
に
は
、
次
の
内

容
の
資
料
蜘
点
余
り
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
近
代
】
第
五
章

　
　
　
第
六
章

【
現
代
】
第
一
章

　
　
　
第
二
章

　
　
　
第
三
章

社
会
・
生
活

災
害

行
　
政

産
　
業

交
通
・
運
輸

第
四
章
教
育

第
五
章
　
社
会
・
生
活

統
計
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

資
料
編
8
民
俗
（
鮪
6
5
畔
頁
）

　
5
年
間
に
市
内
2
8
か
所
で
合
同
調
査

を
行
い
、
㎜
名
を
超
え
る
方
々
か
ら
の

聞
き
取
り
調
査
を
基
に
、
第
二
次
世
界

大
戦
前
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
暮
ら

し
方
全
般
に
つ
い
て
記
述
し
て
あ
り
ま

す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第第第第第第序
六五四三二一
編編編編編編説

十
日
町
市
の
民
俗

家
と
ム
ラ

人
の
一
生

き
も
の
・
食
べ
も
の
・
住
ま
い

日
々
の
暮
ら
し

神
と
仏

こ
と
ば
と
あ
そ
び

　
　
　
　
　
　
0
0
0
円

お
求
め
は
甫
内
の
書
盧
で

農業委員の一部変更
～農協と共済の選任委員～

　農業委員の農業協同組合選任委員

が、4月25日、林正さんから市村允

さん（伊達3）にかわりました。ま

た、故庭野喜一さんにかわって福崎

正幸さん（田麦）が5月19日、農業

共済組合選任委員に就任しました。

福崎正幸さん市村　允さん

犬の飼い主の皆さん
　　届け出を忘れずに

　狂犬病予防法が一部改正されまし

た。次に該当する場合は届け出てく

ださい。1

■届出対象　①飼い犬が死亡した場

合②飼い主が変更した場合③

飼い主の住所が変更した場合

■届出先　当該年度の登録鑑札と印

鑑を保健衛生課へ持参してくださ

　い。届出用紙は窓口で記入してい

　ただきます。

■問い合わせ　保健衛生課環境衛生

　係（暦57－3111内線145）へ。

フ
ァ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
初
の
作
付
け

　
　
　
～
リ
ゾ
ー
ト
オ
ー
ブ
ン
に
向
け
、
は
ず
み
～

　
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
は
、
来
年
秋
の

第
1
期
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
着
々
と

騰
醐

闘
灘
・

，
騒
　

　　　　　　　　　¢．写囎　　　　　　距翌、1，　　，、．．．、　　　㈱；．＝繊灘孕㎜＝欄．

訪れる人が楽しめる田園風景が出現しました

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ー

ム
ゾ
ー
ン
で
は
5
月
下
旬
か
ら
本
格
的

に
田
植
え
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ー
ム
ゾ
ー
ン
は
、
リ
ゾ
ー
ト
計

画
地
内
の
代
替
農
地
と
し
て
、
平
成
4

年
1
2
月
2
6
日
に
着
工
さ
れ
た
も
の
で
す
。

総
事
業
費
の
約
5
億
円
は
㈱
当
間
高
原

リ
ゾ
ー
ト
（
梅
田
健
次
郎
社
長
）
が
負

担
し
、
十
日
町
市
土
地
改
良
区
が
事
業

主
体
と
な
り
、
ほ
場
整
備
事
業
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
の
田
植
え
が
始

ま
り
、
リ
ゾ
ー
ト
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、

ま
す
ま
す
は
ず
み
が
つ
き
ま
す
。

吉
田
中
学
校
、
無
遅
刻
1
、
0
0
0
日
達
成

　
　
　
～
新
し
い
伝
統
「
無
遅
刻
は
あ
た
り
前
」
～

　
吉
田
中
学
校
（
関
潤
治
校
長
・
生
徒

数
1
2
5
人
）
で
は
、
5
月
2
5
日
㈲
無

遅
刻
1
、
0
0
0
日
の
大
記
録
を
樹
立

し
ま
し
た
。
無
遅
刻
運
動
は
、
平
成
3

年
4
月
5
日
の
始
業
式
か
ら
「
時
間
の

大
切
さ
を
自
覚
し
よ
う
」
と
、
生
徒
会

活
動
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
運
動
に
取
り
組
ん
で
か
ら
4
年
余
り

が
経
過
し
、
今
で
は
無
遅
刻
は
あ
た
り

前
と
い
う
伝
統
が
育
っ
て
い
ま
す
。
同

校
で
は
、
こ
分
ほ
か
に
5
分
前
登
校
運

動
や
授
業
開
始
の
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
さ

な
い
習
慣
も
伝
統
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。
学
校
・
地
域
を
挙
げ
て
の
無
遅

刻
記
録
へ
の
挑
戦
は
、

い
ま
す
。

今
日
も
続
い
て

記録を達成した吉田中学校の皆さん
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一＿＿

「ミズサワエアロビクスクラブ』

　　　　　（代表＝田中君子）

　　　　　　　
　　　　　i簸灘難一’

調辮轟難豫霧難
　　　　　　騨　　　．煽　　　　1　　識欝

離、、馨繍灘鞭，

　　　　　蔑、．箋
　鑑講．．　，　　　　　．　　呂　誰，

エアロビでストレス発散と話す皆さん

　私たちは、エアロビクスを楽しんでいるグループで

す。会員は現在主婦ばかり27人。べつに女性ばかりを

募集した訳ではないんですが、ロコミで集まった人ば

かりなんですよ。

　活動は毎週木曜日の午後8時10分から9時30分まで、

水沢地区公民館の2階で行っています。冷暖房完備な

んですよ。約6年半くらい前からインストラクターの

軽快なテンポでステップ

大口悦子さんの指導を受けるようになりました。指導

を受けるようになっても手と足がきれいにそろわず、

てんでバラバラ。ほかの人から見れば、こっけいに見

えるんじゃないかしち。活動は週に1度、それも午後

8時過ぎということで、主婦にとっては夕飯の後片づ

けも終わって、一番外に出やすい時間じゃないでしょ

うか。また会費も月2千円と、お手ごろなんですよ。

　週に1度だけのエアロビなんですが、軽快なテンポ

の曲に合わせて体を動かすと、汗がどっと出ます。そ

れがとっても気持ちいいんです。とくにストレッチ体

操で横になっていると、スーっと心地良い眠りに誘わ

れるほどですよ。また体だけでなく、頭も軽くなった

ような気がします。きっとストレスの発散にもなって

いるんですね。

　私たちのクラブでは、エアロビクスに興味ある人は

大歓迎です。女性ばかりでなく、男性も一緒に体を動

かしてみませんか。興味ある人は田中君子（暦58－2184）

へ連絡してください。

　
　
　
臨
懸
灘
鮮
　
　
旗
励
儲

　
　
　
　
　
嚢
・
難
雛
ー
騨
　
よ
ミ
さ
ド
。
株

　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
驚
　
　
腐
じ
適
1
孚
　
ス
”
　
コ
量
4

　
　
　
　
、
灘
灘
灘
欄
㈱
幣
講
欄
編
鬼
駅

　
　
　
　
　
　
慶
馨
3
　
　
　
　
〈
も
塩
小
｛
｛
揚
｛
レ

鰯
襯
麟
鰯
講
鰯
④
、
曇
農
窮
場
軌
塩
．

　
食
生
活
の
あ
り
方
で
、
約
3
0
％
の
ガ
　
　
⑤
④
の
豆
腐
に
小
麦
粉
を
ま
ぶ
し
つ
け

ン
を
予
防
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
②
の
卵
液
に
く
ぐ
ら
せ
、
③
を
し
っ

カ
ロ
チ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
C
・
E
、
そ
し
　
　
　
か
り
お
さ
え
て
、
お
ち
つ
か
せ
る
。

て
食
物
繊
維
を
多
く
食
べ
て
乳
ガ
ン
・
　
　
⑥
中
温
に
熱
し
た
油
の
中
に
2
個
位
ず

子
宮
ガ
ン
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
つ
入
れ
カ
リ
ッ
と
揚
げ
、
油
を
切
る
。

　
豆
腐
と
ナ
ッ
ツ
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
　
　
⑦
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
小
房
に
分
け
、
ゆ

ン
E
で
目
標
値
を
ク
リ
ア
（
成
人
女
子
　
　
　
で
て
、
さ
ま
し
塩
を
振
る
。

一
日
7
㎎
）
。
揚
げ
油
は
新
し
い
も
の
を
　
　
⑧
器
に
レ
タ
ス
を
敷
き
、
豆
腐
の
フ
ラ

使
っ
て
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
盛
り
付
け
る
。

〈
作
り
方
〉

①
豆
腐
は
ぺ
－
ぴ
タ
オ
ル
　
『
』
．
　
難
、
鰐
、
　
窃

嚇
鷺
．
蕪
腰
獺
難
馨
麟
論

薪
簾
趨
謹
－
蝿
繍
麟
難
鵬

手
で
軽
－
握
り
つ
亡
、
　
　
　
鱒
籔
灘
　

僕
q

　
パ
ン
粉
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
。
　
き

　　　　や

　　働ま
　　　　な

　　　　会

㎜睡＿
す吉

　　　　町

め喪
　　　　生

メ護
　　　　善
　一一推
　一一9進
　　　　委

欝嚢
　　　　ε

⑮
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ρ

⑫八箇保育園

　　　わたる
斉木　 亘くん

　　（5歳）

醗購懸鯉麟聾1
　　　　　　　　　　　　嚢

　運動するのが大好きなんだ。運

動会で走れ超特急に出たんだよ。

マラソンだって強いんだ。

灘
，甲

　
　
奎
　
、

∈
…
　
霧
　
　
華
　
　
婁
萎
　
　
　
　
　
嚢

．
鞭
叢

議謙！一．晒κ

灘

　　あ　さ　み
風間亜沙美ちゃん

　　（5歳）

　運動会でみんなで玉入れをした

の。走るのもはやいんだよ。お弁

当の「おいなり」がおいしかったよ。

　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
ン
子
謝

鰯
ス
潤
醇

麟
鰍
眺

オ
話
．
．

ポイ

、

臓
魯

駅He”o，may　l　please　speak　to・・・…　？”

もしもし、○○さんはいらっしゃいますか

今月は、電話のかけ方についてです。話したい人が
留守の時、どのように言ったらいいでしょうか。

A糊e材o．①覇1翻s團巌eにee。②隔　1晦s錬
　　s¢諏驚⑧聯．》舗a酷2偽琶繊婁、護趨瑞
　　翻嫁穿・鞍一老鱒じます嬢、幽国さんは鱒蔭っし
　　　療糖諜奮難）

β…③隔’s蘭繍欝e構腕爾醐．④儲酬捻ke　a
　　meSS籔e螺驚だ馨畿かけ《お璽まずが、転誉
　　　はむざ騨ますi灘〉

A：⑤Co田doロ驚e縦麟m襯lkeG翻led，翻ease？
　　　韓擁タが塔電話瀞あり旋とお伝えくださ晒1
β：A紐薦総號．　儲魏聾縦》叢じだ）

A：丁轍a蔚k蟹◎ロ．燭ood　bye。蔓あゆ炉とうござ臓ま

　　　じた。炎礼します）

　まずは①の様に、自らを名のりましょう。②は相手
を呼び出す時の丁寧な言い方です。親しい間柄なら“ls

OO　there？”でOK。一方、受け手の不在を伝える時
には③の言い方です。㌔othere”のかわりに“notin”
でも同じ意味になります。そして、できれば伝言の有
無をたずねます。④にあるように、メッセージをもら
うというニュアンスなので、動詞はtakeを使います。
伝言の内容は、⑤の様に“could　youte”相手＋内容？”

という形になります。

　電話は相手の口の動きや表情が見えないので、コミ
ュニケーションが難しいものです。また、あわてて早
口になりやすいので、ゆっくりと落ち着いて話してみ
ましょう。

②
㌧
璽

雲
野
卜

　　　　　　響
　　　　　議

　　　灘

　馨碕
鱗

　
八
箇
の
孕
石
で
生
ま
れ
た
ん
の
お
。

小
学
校
の
こ
ろ
か
ら
体
が
大
き
く
て
（
背

丈
は
五
尺
一
寸
ち
ょ
っ
と
、
目
方
は
十

五
貰
五
百
目
）
ワ
ラ
ッ
チ
履
い
て
運
動

会
に
行
っ
て
は
、
一
等
賞
に
な
っ
た
こ

と
を
今
で
も
人
か
ら
言
わ
れ
ま
す
て
え
。

　
兄
弟
は
八
人
も
い
た
ん
だ
ど
も
、
戦

争
や
ら
病
気
や
ら
で
兄
が
亡
く
な
っ
た

ん
そ
お
。
遺
言
も
あ
っ
た
ん
で
、
わ
た

し
が
新
宅
か
ら
婿
を
も
ら
い
、
長
兄
の

せ
が
れ
が
い
っ
ち
ょ
ま
え
に
な
る
ま
で

と
い
う
条
件
で
家
に
入
っ
た
ん
の
お
。

尋
常
小
学
校
あ
が
っ
て
す
ぐ
の
、
十
七

歳
の
時
で
し
た
て
え
。

　
昭
和
十
五
年
こ
ろ
だ
と
思
わ
ん
だ
ど

も
、
長
兄
の
せ
が
れ
も
い
っ
ち
ょ
ま
え

ラ
さ
ん

（
春
日
町
1
・
87
歳
）

＠

に
な
っ
た
ん
で
、
本
家
か
ら
三
反
歩
の

田
や
い
く
ら
か
の
財
産
を
分
け
て
も
ら

っ
て
、
今
の
所
に
家
を
つ
く
っ
た
ん
の

お
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
自
分
の
子
供

（
七
人
）
が
大
き
く
な
る
ま
で
孕
石
に

い
た
ん
で
、
食
う
も
ん
に
は
困
ら
な
か

っ
た
し
、
あ
ん
ま
り
骨
折
っ
た
気
は
し

な
か
っ
た
で
す
て
え
。
今
で
も
、
本
家

の
兄
は
お
ま
え
だ
な
ん
て
言
わ
れ
る
こ

と
が
あ
ら
ん
で
す
て
え
。

　
六
月
四
日
㈲
に
は
、
六
日
町
の
「
ほ

て
る
木
の
芽
坂
」
で
米
寿
の
祝
い
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
て
え
。
孫
十
二
人
、

ひ
ま
ご

曾
孫
十
六
人
、
皆
で
五
十
人
く
ら
い
集

ま
っ
た
ん
の
お
。
曾
孫
の
一
番
上
が
も

　
　
　
　
　
　
　
や
し
ゃ
ご

う
大
学
生
な
ん
で
、
玄
孫
の
顔
を
見
る

ま
で
死
ま
ん
な
え
の
お
。

　
今
は
、
町
内
の
老
人
会
で
近
間
の
温

泉
な
ん
か
に
行
く
の
が
楽
し
み
な
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ

お
。
こ
の
間
も
町
内
の
年
寄
り
衆
と
塩

ノ
又
の
温
泉
に
行
っ
て
ゆ
っ
く
り
し
て

き
た
ん
の
お
。
い
い
娑
婆
に
な
っ
て
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
て
え
。

9
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市
役
所
は
盈
5
7
。
3
7
7
7

臨随障
硬

響
暮
5
膨
繕

監
視
感
域
の
指
窟
解
除

　
県
で
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

き
、
市
内
の
リ
ゾ
ー
ト
地
域
を
平
成
9

年
3
月
31
日
ま
で
地
価
の
監
視
区
域
と

し
て
指
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
6
月
1

日
を
も
っ
て
指
定
を
解
除
し
ま
し
た
。

　
指
定
解
除
に
伴
い
、
こ
の
区
域
は
こ

れ
ま
で
2
、
0
0
0
㎡
以
上
の
土
地
取

引
を
行
う
場
合
、
売
買
等
の
届
出
が
必

要
で
し
た
が
、
1
0
、
0
0
0
㎡
以
上

に
変
更
と
な
り
、
4
月
1
0
日
号
で
お
知

ら
せ
し
た
届
け
出
の
面
積
要
件
は
、
左

表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
届
け
出
が
必

要
な
の
は
、
売
買
・
交
換
な
ど
で
す
。

区
分

区
　
域

届
出
面
積
要
件

画
域

計市都
区

十
日
町
地
区

中
条
地
区

川
治
地
区

六
箇
地
区

5
、
0
0
0
㎡

　
　
以
上

他
域

の
区

そ
の

吉
田
地
区

下
条
地
区

水
沢
地
区

1
0
、
0
0
0
㎡

　
　
以
上

■
問
い
合
わ
せ
　
地
域
開
発
室
用
地
対

策
係
（
盈
内
線
朧
）
へ
。

公
営
住
宅
入
屠
着
募
集

■
新
座
県
営
住
宅
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
3
階
建
）

　
▼
募
　
集
　
1
戸

　
　
（
6
畳
1
室
、
4
畳
半
1
室
）

　
▼
家
賃
1
2
、
3
0
0
円

■
黒
沢
県
営
住
宅
（
簡
易
耐
火
2
階
建
）

　
▼
募
　
集
　
1
戸

　
　
（
6
畳
1
室
、
3
畳
1
室
）

　
▼
家
賃
1
2
、
7
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
（
智
内
線
胴
）
へ
。

ご
利
爾
く
だ
富
い

　
　
　
　
　
帝
の
鰯
度
融
資

　
市
で
は
、
市
内
の
中
小
商
工
業
者
や

倒
産
な
ど
に
よ
り
離
職
を
よ
ぎ
な
く
さ

れ
た
人
な
ど
を
対
象
に
、
次
の
よ
う
な

融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

十日町市制度融資
資金名 資金使途 貸継際度額 貸付利率 期聞 取扱金融機関

辮墨企業
振興資金

運転・設備 500万円

3．9％
（3年以内）

4．1％
（5年以内）

5年

以内

第四・北越・

大光・新潟中
央銀行・県信

用組合

地方産業
育成資金

運転・設備 500万円

3．55％

（信保付き）

4．05％

（その他）

4年

以内
〃

小売商業
近代化資金

設　　　備 3，000万円 3．2％
10年
以内 〃　・JA

離職考盤溝

安簸資金 生活資金
10万円以上
50万円以内

2．0％
3年

以内
〃　　　　〃

勤労灘魏
建設資金

住宅新築
増・改築

100万円以上

300万円以内
4．65％ 10年

以内 労働金庫

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
各
金
融

機
関
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

　
（
暦
内
線
劉
）
ま
た
は
各
金
融
機
関
へ
。

は
か
り
の
窟
期
検
査
奄

　
　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

取
り
引
き
や
証
明
に
使
用
す
る
は
か

り
は
、
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
定
期
検
査
を
受
け
な
い
と
罰
金
が
科

せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
取

り
引
き
な
ど
に
使
用
す
る
は
か
り
を
お

持
ち
の
人
は
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

■
検
査
期
問
　
6
月
2
0
日
㈹
～
3
0
日
働

　
（
詳
し
い
日
程
等
は
市
報
5
月
1
0
日

　
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

■
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
商
工
労

　
政
係
へ
。

フ
む
き
フ
む
き
ダ
リ

農
O
謹
O
テ
レ
フ
諸
ン
新
潟

　
㈲
2
1
世
紀
職
業
財
団
で
は
7
月
3
日

㈲
か
ら
育
児
・
介
護
な
ど
を
行
う
労
働

者
の
就
業
支
援
事
業
と
し
て
、
育
児
・
介

護
・
家
事
な
ど
の
情
報
を
電
話
で
提
供

し
て
い
ま
す
。
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

■
相
談
内
容
の
例
　
育
児
”
保
育
所
、

　
家
庭
保
育
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
学

　
童
保
育
　
介
護
口
老
人
ホ
ー
ム
、
高

　
齢
者
福
祉
施
設
、
介
護
用
品
な
ど

　
家
事
H
家
政
婦
紹
介
所
、
家
事
代
行

　
業
者
な
ど

■
受
付
時
間
　
毎
週
月
～
金
曜
日
（
祝

　
祭
日
除
く
）
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後

　
4
時
3
0
分

■
連
絡
先
　
㈲
2
1
世
紀
職
業
財
団
新
潟

　
事
務
所
（
智
伽
－
脇
－
2
0
2
0
）
へ
。

『
か
も
め
ー
る
』

　
　
　
　
　
好
評
発
菟
中
〃

郵
便
局
で
は
、
暑
中
見
舞
用
ハ
ガ
キ

「
か
も
め
ー
る
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
種
類
無
地
（
単
面
）
、
無
地
（
図

画
用
）
、
水
族
園
、
ア
サ
ガ
オ
、
コ
マ

　
ク
サ
の
5
種
類
（
1
枚
5
0
円
）

■
販
売
期
問
　
6
月
1
日
㈲
～
8
月
2
5

日
働
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
郵
便
局
郵
便

課
（
智
52
r
2
3
0
0
）
へ
。

6
痛
は
河
川
塑
護
周
間

　
わ
た
し
た
ち
が
生
活
す
る
上
驚
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
お

切
な
鐵
然
懸
あ
る
河
川
を
護
る
た
め
、

県
で
は
6
月
を
河
川
愛
護
月
間
と
じ

て
、
海
川
の
美
化
運
動
な
ど
に
取
璽

組
み
ま
す
。

響
催
　
　
駈
塗

第
器
画
磁
展
ポ
ス
タ
ー
墓
集

■
規
　
格
　
①
大
き
さ
“
54
㎝
（
タ
テ
）

　
×
3
9
㎝
（
ヨ
コ
）
②
内
容
H
美
術
展

　
に
ふ
さ
わ
し
く
斬
新
な
も
の
③
色
”

　
地
色
（
白
）
を
含
め
3
色
④
文
字
”

　
第
2
8
回
市
展

■
応
募
資
格
　
特
に
な
し

■
締
め
切
り
　
7
月
2
0
日
㈲

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
市
展
係

　
（
公
民
館
内
智
5
7
r
5
0
1
1
）
へ
。

朗
競
劇
こ
の
子
た
お
の
夏

～
1
9
4
5
・
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
～

■
と
　
き
　
7
月
1
1
日
㈹
午
後
7
時
～

　
（
開
場
6
時
3
0
分
）

■
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

■
出
演
者
　
岩
本
多
代
、
北
村
昌
子
、

　
高
田
敏
江
、
中
村
た
つ
、
日
色
と
も

ゑ
、
松
下
砂
稚
子

■
前
売
券
　
2
、
5
0
0
円
（
全
席
自

　
由
席
・
託
児
室
も
あ
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
　
重
野
健
一
（
智
働
）
5
7

　
1
3
1
1
1
内
線
鴻
⑪
盈
5

2
1
4
2

　
4
8
）
へ
。

十
臼
町
高
校
軟
嚢
楽
部

　
　
　
　
　
『
十
高
の
タ
ベ
』

■
と
　
き
　
6
月
2
4
日
ω
午
後
6
時
～

　
（
開
場
5
時
3
0
分
）

昌
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
無
　
料

■
演
奏
曲
目
　
　
「
吹
奏
楽
の
た
め
の
ぐ

　
る
り
よ
ざ
」
よ
り
m
祭
り
、
「
君
を

　
の
せ
て
」
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
ほ

　
か

■
問
い
合
わ
せ
　
県
立
十
日
町
高
等
学

　
校
（
智
5
2
1
3
5
7
5
）
へ
。

新
沢
と
し
ひ
こ

『
み
ち
く
さ
』
識
ン
サ
ー
ト

■
と
　
き
　
6
月
1
7
日
ω
午
後
6
時
3
0

　
分
～
（
開
場
6
時
）

■
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

■
チ
ケ
ッ
ト
　
前
売
H
2
、
0
0
0
円

　
（
ら
ん
た
な
、
野
上
書
店
、
丸
久
紙

店
、
オ
ギ
ノ
楽
器
店
、
大
万
書
店
、

　
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
、
公
民
館
で
販
売
）

当
日
2
、
5
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ
　
柳
（
⑳
盈
5
7
－
0
7
5

　
7
）
ま
た
は
富
井
（
盈
5
7
－
8
0
4
5
）

　
へ
。

市
　
　
民
　
　
登
　
　
山

■
と
　
き
　
7
月
2
2
日
d
D
～
2
3
日
㈲

■
コ
ー
ス
　
白
馬
岳
～
小
蓮
華
山
（
新

70
今隼は、太平洋戦争・沖縄戦終結翻周年にあ縫嬢蒙す。

全戦没者の遷冥福と平和を祈念するだめの黙ど績に鍵協力《ださ覇。

■ど　き　β月23圏㈱侮蒙離の蒔報を合図に墨分聞）

蝋

　
　
灘
華

難
，

　
・
轟
・

　
醐
羅聾轍

　
蟹



潟
県
最
高
峰
）
～
蓮
華
温
泉

■
参
加
費
　
1
9
、
0
0
0
円

■
定
　
員
　
2
0
人
（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
本
館
（
鱈
5
7

　
1
5
0
1
1
）
へ
。

え
麟
ろ
ん
ク
ッ
卒
ン
グ
教
嚢

■
と
　
き
　
6
月
2
7
日
㈹
午
前
1
0
時
～

■
と
こ
ろ
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
■
内
　
容
　
夏
の
ヘ
ル
シ
ー
中
華
（
豚

肉
と
キ
ャ
ベ
ツ
の
味
噌
妙
め
ほ
か
）

■
参
加
費
　
5
0
0
円
（
当
日
持
参
）

■
定
　
員
　
1
5
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営

業
所
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
課
（
盈
5

2
1

　
3
1
0
7
・
内
線
湿
）
へ
。

ヤ
ン
グ
カ
ル
チ
ャ
ー
教
窒

　
～
全
3
回
コ
ー
ス
～

■
と
　
き
　
7
月
3
日
㈲
・
1
1
日
㈹
・
1
8

　
日
㈹
（
い
ず
れ
も
午
後
6
時
～
8
時
）

■
と
こ
ろ
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
■
内
　
容
　
手
作
り
で
楽
し
い
料
理
と

　
ハ
ー
ブ
▼
1
回
目
”
お
菓
子
（
シ
ュ

ー
ク
リ
ー
ム
ほ
か
）
▼
2
回
目
“
ハ

ー
ブ
の
話
、
ハ
ー
ブ
の
せ
っ
け
ん
作

り
▼
3
回
目
H
夏
向
き
の
お
惣
菜

■
対
象
3
5
歳
ま
で
の
女
性

■
参
加
費
　
1
回
5
0
0
円
（
当
日
持

参
）

■
定
　
員
　
1
5
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営

業
所
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
課
へ
。

轟
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

　
　
　
　
　
技
士
養
成
講
脛

■
期
　
間
　
7
月
2
4
日
㈲
～
8
月
1
日

㈹
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
全
7
回
）

■
時
　
間
　
午
後
6
時
2
0
分
～
9
時
4
0

分
（
た
だ
し
、
2
4
日
㈲
は
午
後
6
時

　
～
）

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
交
通
セ
ン
タ
ー

■
受
講
料
　
2
2
、
4
0
0
円

■
定
　
員
　
5
0
人
（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
　
福
原
芳
昭
（
十
日
町

　
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
暦
5
7
－
8

　
2
6
1
）
へ
。

朗
続
の
勉
強
会

　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
勉
強

会
で
す
。

■
と
　
き
　
6
月
1
7
日
出

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～

■
と
こ
ろ
　
公
民
館
本
館

　
　
　
　
　
　
　
け
い
ど
う

■
講
師
小
西
慧
道
さ
ん
（
元
N
S

　
T
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

■
問
い
合
わ
せ
　
数
藤
洋
子
（
十
日
町

　
朗
読
サ
ー
ク
ル
智
5
7
－
4
7
6
0
）
へ
。

レ
ク
タ
ン
ス
講
習
会

■
と
　
き
　
6
月
2
4
日
d
ゆ
午
後
7
時
～

■
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館

■
参
加
費
　
無
　
料

■
問
い
合
わ
せ
　
佐
野
芳
隆
（
盈
5
7
1

■雨の日は交通事故に気をつけましょう

　梅雨時は例年交通事故が多発していま

す。運転者、歩行者と

5月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町村 発堂件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成7年 17（61） 18（74） 0（0）

平成6年 22（78） 22（90） 2（5）

川西町
津南町
中里村

平成7年 13（39） 12（43） 2（3）

平成6年 16（37） 17（39） 0（0）

計
平成7年 30（100） 30（117） 2（3）

平成6年 38（115） 39（129） 2（5）

　　　　小学生が車と
　　ゑ
翔　　　　　衝突し重傷

　　鳶
　　　　　5月29日（月）夕方、中条地内

　　　　の市道上で、マイクロバスの

後方から道路を横断した小学生が車と

衝突し、鎖骨等を骨折する重傷事故が

発生しています。車の直前、直後の道

路横断は危険です。道路横断時は一旦
止まって左右の安全確認をしましょう。

一6月は土砂災害防止月間です一

　山やがけ、川などでおかしな点を見つ

けたら十日町土木事務所維持管理課（盈

57－5524）または建設課克雪維持係（智内

線272・273）へ連絡してください。また、

避難場所を確認しておきましょう。

　
5
0
1
2
）
へ
。

お
や
こ
劇
場
制
会

　
十
日
町
お
や
こ
劇
場
で
は
会
員
を
募

集
中
で
す
。

■
と
　
き
　
6
月
2
5
日
㈲
午
前
1
0
時
3
0

　
分
～
n
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
中
ホ
ー
ル
）

■
内
容
げ
き
だ
ん
は
て
な
公
演

　
「
は
て
な
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
う
し

　
な
わ
れ
た
ソ
ニ
フ
」

■
問
い
合
わ
せ
　
池
田
美
紀
（
北
新
田

　
2
暦
52
1
5
3
5
2
）
へ
。

響
爆
僧
・
帽
継
登

漕
　
審
　
の
　
相
　
談

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

族
の
会
で
す
。

■
と
　
き
　
6
月
1
6
日
㈲

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
津
南
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
暦
5
7

　
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
保
健
衛
生
係
（
智
内
線
m
・
㍑
）
へ
。

心
の
健
康
相
談

■
と
　
き
　
6
月
2
7
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
中
村
医
師
（
五
日
町
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

介
護
マ
ン
パ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
講
習
禽

■
会
　
場
　
小
出
町
（
1
0
月
5
日
・
6

　
日
・
1
8
日
・
1
9
日
ま
た
は
2
0
日
）
柏

崎
市
（
7
月
1
9
日
・
2
0
日
・
8
月
1
0

　
日
・
2
1
日
ま
た
は
2
2
日
）

■
対
象
①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
な

り
た
い
人
②
在
宅
で
介
護
を
し
て
い

る
人
③
在
宅
介
護
に
関
心
の
あ
る
人

■
募
集
人
員
　
3
0
～
6
0
人
程
度

■
受
講
料
　
3
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
・
講
習
初
日
に
徴
収
）

■
申
し
込
み
　
6
月
1
6
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
の
往

信
用
に
①
住
所
②
氏
名
③
生
年
月
日

④
電
話
番
号
⑤
職
業
⑥
希
望
の
会
場

を
記
入
し
、
〒
鮒
新
潟
市
東
中
通
一

番
町
8
6
　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会

内
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
智
伽
－
鵬

1
4
9
9
0
）
へ
。

喫
煙
コ
ー
ナ
ー
蓬
設
置

　
辮
殺
所
欝
は
、
β
月
霊
園
か
鑑
裏

務
塞
等
を
原
則
と
し
羅
禁
煙
老
隆
ま

毯
盤
。

　
蓬
灘
に
伴
駿
繭
喫
煙
聾
i
講
i
匡

誉
董
階
は
潮
叢
幾
添
ー
ル
緊
盤
・
書

階
は
響
階
の
東
側
踊
璽
揚
に
設
麟
ま

膨
麩
。
鞍
お
保
健
鰹
ン
タ
ー
は
従
来

鯵
お
懸
禁
煙
懸
す
。

　
来
癒
者
の
皆
様
懸
ら
巻
謬
協
力
を

お
願
騨
膨
ま
叢
。

ロピき　萄月麹離日）集後董時鍵分～　ロと二ろ　公民館黍館　櫨内容　国際大学

盤鯵3膨一シア人）を招鱒《自由なおじゃべ嬢　ロ参加費　20の円（当日徴鞭）

ロ串琶込み　β月16臼㈱ま驚に挫会教育課（公民館内懸57－5011）へ。

　　　　　　　　　　灘麗　　　　　　　灘　　　　　　欝　　　　灘　　難　雛獲”

購

市
役
所
は
奮
5
7
0
3
』
7
』
7
』
7



o
ふ
る
里
の
歴
史
散
歩
⑲

ryhiハ
愚
　
戦
時
の
雛
難
議
鑓
縫

議
懇
、
嚢
呂

　
昭
和
十
二
年
に
支
那
事
変
が
は
じ

ま
る
と
、
働
き
盛
り
の
若
い
男
た
ち

が
次
々
と
兵
隊
に
と
ら
れ
て
戦
場
に

向
か
い
、
あ
と
に
は
老
人
と
女
た
ち

と
子
供
た
ち
が
残
っ
て
、
大
事
な
食

糧
生
産
に
励
ま
な
く
て
は
な
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
あ
る
商
店
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

「
私
だ
っ
て
、
若
い
時
に
は
田
ん
ぼ

で
牛
を
使
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
聞
か

さ
れ
て
、
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
戦
時
下
の
商
店
で
は
、
売
る
商
品

が
回
っ
て
こ
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、

自
分
で
食
べ
る
も
の
は
自
分
で
作
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
大
変

な
状
態
だ
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
ま
で
、
農
業
経
験
な
ど
全
く

な
か
っ
た
若
い
主
婦
が
、
手
を
と
り

足
を
と
っ
て
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

負
け
ん
気
い
っ
ぱ
い
で
牛
を
使
い
田

を
起
こ
し
て
い
っ
た
と
い
う
話
で
し

た
。　

こ
ん
な
時
代
で
し
た
か
ら
、
農
家

の
足
手
ま
と
い
に
な
る
幼
い
子
供
た

ち
を
、
農
繁
期
だ
け
託
児
所
を
設
け

て
一
時
預
か
り
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漕

　
学
校
や
お
寺
な
ど
を
利
用
し
て
、

二
、
三
人
の
主
婦
な
ど
を
頼
み
、
朝

か
ら
夕
方
ま
で
、
子
供
た
ち
の
相
手

に
な
っ
て
も
ら
う
の
で
す
。
ワ
ン
パ

ク
も
い
た
り
泣
き
虫
も
い
ま
し
た
。

女
子
青
年
団
員
が
交
代
で
手
伝
っ
た

り
、
十
日
町
か
ら
女
学
生
た
ち
が
奉

仕
に
来
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　
六
箇
村
で
は
、
十
三
年
六
月
一
日

か
ら
麻
畑
（
学
校
）
・
田
麦
（
観
音

堂
）
・
ニ
ツ
屋
（
学
校
）
に
村
営
の
季

節
託
児
所
を
開
設
し
た
と
い
う
役
場

資
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
の
町

村
で
も
、
同
じ
こ
と
で
し
た
。

　
写
真
は
、
高
島
の
長
楽
寺
で
開
か

れ
て
い
た
託
児
所
の
様
子
で
す
。

　　　　　一灘灘’　　齪羅翻蝿鱗鵬一一帯翻縣

藻
姦
騒
霧
　
　
濡
　
　
騰
騒
韻
艦
　
　
擁
㎜
難
鑑
麗
馨
擁
霧
嚢
漁
羅
華
錘
灘
撫
羅
馨
き
舞
譲
．
，

㊥

　　　鞭　　灘磯競

一灘鱗　　
鰻

獣
翻
蒙
叢

　　　　　　　　　紙　　　　　　裟　　　　灘　　欝響

難
霧
嚢
藝
糞
嚢
難
嚢
蒙
嚢
嚢
嚢
藝

き　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツクバネウツギ

　　この季節に林を眺めるとタニウツギの淡紅紫色の花が大変目につ

萎・きます。一度終わったサクラがまた咲いたかのようにも見えます。

　また、紫色のフジ、白色のミズキやヤマボウシなども目につきます。

　樹木の花も野草の花同様に私たちの目を楽しませてくれます。

　　ツクバネウツギは、山地の林下にややまれに生える高さ1～2m

　のスイカヅラ科の落葉低木です。花は黄白色で、5～6月ころに新

　しい枝の先に1～2個つきます。5枚のがく片は、花が咲き終わっ

き　た後も果実の先に残りますが、この様子が追い羽根に似ているため、
　つくばねうつぎ
　衝羽根空木という名前がついたといわれています。空木とは茎の中

　が中空であることを意味します。変種にウゴツクバネウツギがあり

　ます。両種は中間型があるなど見分けが難しいといわれています。

　本館、7地区館、29分館。十日町

市の公民館活動の特色は、各地区に

職員を配置し、地区の人たちと一緒

になりながら活動を進めていること

です。今年の事業計画書から、定期

的に開かれる教室・講座、単発の講

演会・講習会、文化祭や公民館まつ

りと糖ったイベントを数え上げると

270余ηの項目になりましだ．秤新し

い伸間が増える」ことが、公蝿館に

とっ《は何よりの励みと麺》。厩段をみ

て、普段叢、冷やかし半分で出かけ

てみては》・かが懸すか。

　表紙の表眼鏡に見えるのは、川西

町の簾黒城まつ璽　（5月28鰍麟）に
　　　　　　　　　　　のみし
協力し、爽井圃城跡嬢ら狼煙交換を

しだ蒔の光景です。鱒ろんな活動が

あるもの惣すね．

市の動き
蕊網案圏現蓬鋤

菊，4麟戴磯網蝿蝿⑱

22，39駄謙謝　一綱》

璽3，◎9㊥嚢《鯉　一偲）

聰，聡◎　　《箭漏跳楽刻◎》

團
男
叢
．

入口

鋼世欝数

　
　
　
　
編
集
後
記

　
　
♂

　
ヒ
ト
ク
ウ
シ
ゴ
ト
モ
ウ
ヤ
メ
タ
。
物
騒

な
書
き
出
し
で
す
み
ま
せ
ん
。
日
本
史
の

年
代
暗
記
用
の
言
葉
で
す
。
1
9
4
5
年

は
第
二
次
世
界
大
戦
が
幕
を
閉
じ
た
年
。

今
年
1
9
9
5
年
は
戦
後
五
十
年
た
つ
と

い
う
こ
と
で
、
「
戦
後
5
0
年
」
と
い
う
言
葉

を
毎
日
の
よ
う
に
目
に
し
、
耳
に
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
学
生
の
時
に
広
島
原
爆
投
下
の
本
、

人
が
焼
け
た
だ
れ
て
死
ん
で
い
る
写
真
な

ど
を
見
て
、
そ
の
日
は
夕
飯
が
食
べ
ら
れ

な
く
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
一

冊
の
本
で
、
そ
ん
な
ふ
う
な
気
持
ち
に
な

っ
た
の
で
す
か
ら
、
体
験
を
し
た
人
た
ち

は
ど
ん
な
思
い
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
何
不
自
由
な
く
暮
ら
し
て
い
る
戦
後
生

ま
れ
の
世
代
で
す
が
、
国
際
化
・
国
際
交

流
と
言
わ
れ
て
い
る
今
、
「
な
ぜ
戦
争
に
な

っ
た
の
か
」
を
考
え
て
み
る
こ
と
も
必
要

で
は
と
思
っ
て
い
る
一
人
で
す
。
　
　
②

72再生紙を使っています


